
平成３０年８月３０日 第１７０号

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/

着 任 挨 拶
関東森林管理局長 齋藤 伸郎 ・・・・２

「林産物の安定供給」 民有林と手を取り合って
森林整備部 資源活用課 ・・・・３

赤谷の森から
赤谷森林環境保全ふれあいセンター ・・・５

森づくり最前線
利根沼田森林管理署相俣森林事務所 首席森林官 生田目 幸喜 ・・・６

「会所の森」（千葉県勝浦市・大多喜町）

（撮影者：関東森林管理局千葉森林管理事務所）



８
月
１
日
付
け
で
関
東
森
林
管
理
局
長

を
拝
命
し
た
齋
藤
で
す
。
皆
様
に
は
日
頃

か
ら
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
の

森
林
整
備
や
林
業
振
興
等
に
も
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私

は
こ
れ
ま
で
農
林
水
産
省
の
ほ
か
、
他
省

庁
（
内
閣
官
房
・
内
閣
府
・
消
費
者
庁
）
、

大
学
教
授
（
東
北
大
学
公
共
政
策
大
学
院
）

な
ど
の
業
務
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

林
野
行
政
に
つ
い
て
は
、
若
手
時
代
の
自

治
体
出
向
（
青
森
県
田
子
町
役
場
）
、
平

成
16
年
４
月
か
ら
平
成
18
年
３
月
ま
で
関

東
森
林
管
理
局
中
越
森
林
管
理
署
長
、
平

成
18
年
７
月
か
ら
平
成
20
年
７
月
ま
で
大

臣
官
房
調
査
官
（
林
野
庁
併
任
）
な
ど
の

経
験
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の

ほ
ど
10
年
ぶ
り
に
国
有
林
業
務
に
戻
っ
て

参
り
ま
し
た
。
ど
う
か
ご
指
導
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢

と
し
て
は
、
ご
案
内
の
と
お
り
、
戦
後
造

成
さ
れ
た
人
工
林
が
本
格
的
な
利
用
期
を

迎
え
る
中
、
林
業
の
成
長
産
業
化
が
政
府

と
し
て
の
重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
木
材
自
給
率
は

34.

8
％
と
平
成
23
年
か
ら
６
年
連
続
で

上
昇
し
、
海
外
へ
の
木
材
輸
出
な
ど
新
た

な
木
材
需
要
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
林
業
・

木
材
産
業
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
森
林
整
備
を
進
め
、
地
球
温
暖

化
や
災
害
を
防
止
し
て
い
く
た
め
の
財
源

と
し
て
、
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
創
設

が
決
定
さ
れ
、
本
年
５
月
に
は
、
そ
の
前

提
と
な
る
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
た
め
の
森
林
経
営
管
理
法
が
成

立
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
林
業

を
担
う
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営

者
に
対
す
る
支
援
が
重
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
と
し
て
は
、
国
有
林

が
持
つ
組
織
力
・
技
術
力
・
資
源
を
活
か

し
、
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
や

地
方
創
生
へ
の
積
極
的
な
貢
献
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
民

有
林
と
国
有
林
の
連
携
強
化
の
取
り
組
み

も
、
引
き
続
き
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
海

岸
防
災
林
の
復
旧
・
再
生
や
里
山
再
生
の

取
り
組
み
に
加
え
、
今
年
度
は
避
難
指
示

解
除
区
域

で
の
森
林

整
備
を
本

格
的
に
再

開
し
、
更

な
る
復
興

に
向
け
て

事
業
を
推

進
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
森

林
の
公
益

的
機
能
の
発
揮
、
豪
雨
災
害
等
へ
の
迅
速

な
対
応
、
鳥
獣
害
被
害
へ
の
対
策
等
も
益
々

重
要
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

森
林
・
林
業
を
と
り
ま
く
様
々
な
課
題

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現

場
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
取
組
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
森
林
管
理
局
・

署
等
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
関
係
の
皆
様
に
は
今
後
と
も

ご
理
解
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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「
着
任
あ
い
さ
つ
」

関
東
森
林
管
理
局
長

齋
藤

伸
郎

（
８
月
１
日
付
）

今
月
の
表
紙

会
所
の
森
（
千
葉
県
勝
浦
市
・
大
多
喜
町
）

生
活
環
境
保
全
林
と
し
て
整
備
し
た
会
所

の
森
は
、
千
葉
県
勝
浦
市
と
大
多
喜
町
に
ま

た
が
る
、
モ
ミ
・
ツ
ガ
や
シ
イ
・
カ
シ
類
の

天
然
林
と
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
か
ら
な
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
、
勝
浦
ダ
ム
や
太
平
洋
が

望
め
る
自
然
豊
か
な
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
親
水
広
場
が
設
置
さ

れ
、
四
季
を
通
じ
て
ハ
イ
キ
ン
グ
や
森
林
浴

な
ど
が
楽
し
め
る
憩
い
の
場
所
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
会
所
の
地
名
の
由
来
は
、
江
戸
時

代
、
山
林
を
管
理
し
た
役
人
の
詰
所
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

親水広場

勝浦ダム



『
国
有
林
材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売

の
推
進
』

国
有
林
材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
販
売
（
以
下
「
シ
ス
テ
ム
販
売
」
と
い

う
。
）
は
、
国
産
材
の
需
要
拡
大
、
加
工
・

流
通
の
合
理
化
等
に
取
り
組
む
製
材
工
場

等
と
協
定
を
結
び
、
国
有
林
材
の
計
画
的

か
つ
安
定
的
な
供
給
に
よ
り
、
地
域
に
お

け
る
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

シ
ス
テ
ム
販
売
は
、
グ
ラ
フ
に
示
す
青

色
の
部
分
の
と
お
り
製
品
の
販
売
総
量
に

占
め
る
割
合
が
、
平
成
23
年
度
の
23
％
か

ら
平
成
29
年
度
の
75
％
（
予
定
は
70
％
）

ま
で
実
績
を
伸
ば
し
て
き
て
お
り
、
平
成

30
年
度
も
予
定
で
は
72
％
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
販
売
で
は
、
建
築
用
構

造
材
な
ど
の
マ
テ
リ
ア
ル
的
な
利
用
や
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取

制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
）
の
施
設
認
定
を
受

け
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
に
対
す
る
間

伐
等
由
来
原
木
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
対

し
、
原
料
の
安
定
供
給
に
貢
献
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

『
民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
た
シ
ス
テ

ム
販
売
の
推
進
』

民
有
林
に
お
い
て
施
業
の
集
約
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
方
、
国
有
林
と
森
林
整
備

協
定
の
締
結
を
し
て
い
る
方
、
立
木
販
売

の
購
入
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
民
有
林
関

係
者
を
対
象
に
、
国
有
林
と
連
携
し
た
シ

ス
テ
ム
販
売
を
公
募
に
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
。

平
成
26
年
度
よ
り
実
施
し
た
取
組
は
少

し
ず
つ
拡
大
し
、
平
成
30
年
度
は
、
ほ
ぼ

全
て
の
森
林
管
理
署
等
で
応
募
が
あ
り
、

25
物
件
（
前
年
度
比
+16
件
）
の
実
施
を
す

る
予
定
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
連
携
の
実
績
か
ら
、
「
単

独
で
は
売
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
材
が

売
れ
た
」
、
「
新
た
な
取
引
先
が
で
き
た
」
、

「
ロ
ッ
ト
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
た
め

取
引
価
格
が
有
利
に
な
っ
た
」
等
の
声
も

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
民
有
林
と

国
有
林
が
連
携
し
た
シ
ス
テ
ム
販
売
を
拡

大
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
メ
リ
ッ
ト
の
更
な
る
発
現
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
声
に
も

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
共
に
手
を
携
え
て
林

業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
を
図
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
幸
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
採
材
検
討
会
の
実
施
』

一
本
の
木
の
価
値
を
最
大
限
に
高
め
る

た
め
に
は
、
需
要
や
価
格
に
応
じ
た
採
材

を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

材
の
曲
が
り
等
の
欠
点
を
回
避
し
つ
つ
、

単
価
の
よ
り
高
い
長
級
や
径
級
の
丸
太
に

採
材
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
業
着
手

前
の
各
署
等
の
事
業
地
に
お
い
て
、
請
負

事
業
体
の
若
手
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
を
対
象

に
採
材
検
討
会
を
開
催
し
、
市
場
関
係
者

や
シ
ス
テ
ム
販
売
協
定
者
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
需
要
動
向
等
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
採
材
技
術
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

『
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
生
産

性
向
上
』

平
成
28
年
に
策
定
さ
れ
た
森
林
・
林
業

基
本
計
画
に
定
め
る
各
種
目
標
の
達
成
に

向
け
、
生
産
性
の
高
い
林
業
を
確
立
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
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「
林
産
物
の
安
定
供
給
」

民
有
林
と
手
を
取
り
合
っ
て

森
林
整
備
部

資
源
活
用
課

採材検討会（棚倉署）



素
材
生
産
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
は
、

国
有
林
野
事
業
の
円
滑
な
実
施
に
つ
な
が

る
と
と
も
に
、
地
域
林
業
を
支
え
る
担
い

手
の
育
成
、
国
産
材
の
安
定
供
給
等
を
通

じ
た
我
が
国
の
林
業
の
成
長
産
業
化
に
貢

献
す
る
取
組
で
す
。

国
有
林
に
お
い
て
も
、
森
林
管
理
局
・

森
林
管
理
署
等
が
積
極
的
に
林
業
事
業
体

の
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

お
り
、
受
注
さ
れ
た
林
業
事
業
体
の
方
々

の
ご
理
解
の
も
と
、
全
て
の
署
等
で
取
組

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

具
体
的
に
は
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画

の
策
定
の
中
で
林
政
審
議
会
で
検
討
さ
れ

た
10
年
後
（
平
成
37
年
度
）
の
生
産
性
、

主
伐
で
11
～
13
㎥
／
人
日
、
間
伐
で
8
～

10
㎥
／
人
日
を
目
標
と
し
て
、
関
係
事
業

体
と
森
林
管
理
署
等
が
協
力
し
て
生
産
性

の
実
態
を
把
握
し
、
作
業
工
程
ご
と
の
課

題
や
改
善
策
等
を
検
討
し
、
決
定
さ
れ
た

改
善
策
を
実
践
す
る
も
の
で
、
改
善
を
重

ね
る
こ
と
に
よ
り
生
産
性
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
参
加
し

た
民
有
林
関
係
者
と
も
共
有
し
取
組
の
普

及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

受
注
さ
れ
た
事
業
体
の
方
々
に
は
、
作

業
日
報
に
工
程
別
の
投
入
人
数
、
時
間
、

作
業
量
（
処
理
材
積
）
等
を
記
録
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
工
程
別
の
作
業
量
と

生
産
性
の
状
況
を
毎
月
取
り
ま
と
め
、
森

林
管
理
署
等
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

森
林
管
理
署
等
は
、
事
業
の
進
捗
状
況
等

を
把
握
し
な
が
ら
、
適
時
事
業
体
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
を
よ
り
効
果
的
に
進
め
て
い
く

た
め
、
事
業
の
中
間
時
点
な
ど
に
は
、
地

域
の
民
有
林
関
係
者
や
関
係
事
業
者
等
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
森
林
管
理
署

等
が
現
地
検
討
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
林
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
、
民
有
林
と
国
有
林
が
一

体
と
な
っ
た
取
組
を
よ
り
一
層
進
め
て
い

き
ま
す
。

き
の
こ
特
集

間
違
え
て
食
べ
る
と
大
変

シ
ロ
マ
ツ
タ
ケ
モ
ド
キ
（
食
用
）
（
キ

シ
メ
ジ
科

キ
シ
メ
ジ
属
）

九
月
下
旬
か
ら
十
月
中
旬
に
赤
松
の
混

じ
っ
た
広
葉
樹
林
内
に
散
生
し
ま
す
。
カ

サ
は
、
三
㎝
か
ら
十
㎝
位
で
、
白
色
で
鱗

片
が
あ
り
、
粘
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヒ
ダ

は
白
色
で
上
生
し
、
離
生
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

柄
は
五
㎝
か

ら
十
㎝
で
白

色
で
表
面
に

サ
サ
ク
レ
が

あ
り
、
上
部

に
膜
質
の
ツ
バ
（
内
皮
膜
）
が
あ
り
、
根

元
は
細
ま
り
、
外
被
膜
は
あ
り
ま
せ
ん
。

外
見
は
ド
ク
ツ
ル
タ
ケ
（
猛
毒
菌
）
に

類
似
す
る
の
で
、
食
用
に
す
る
時
は
、
注

意
が
必
要
で
す
。

ド
ク
ツ
ル
タ
ケ
（
猛
毒
）
（
テ
ン
グ
タ

ケ
科

テ
ン
グ
タ
ケ
属
）

八
月
下
旬
か
ら

十
月
中
旬
に
か
け

て
、
ブ
ナ
科
の
樹

下
に
単
生
か
ら
群

生
し
ま
す
。
カ
サ

は
、
五
㎝
か
ら
十

二
㎝
位
で
白
色
で

湿
っ
て
い
る
と
き
、

多
少
の
粘
性
が
あ
り
条
線
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
ダ
は
白
色
で
離
生
し
ま
す
。
柄
は
七
㎝

か
ら
十
五
㎝
位
で
、
白
色
で
サ
サ
ク
レ
が

あ
り
、
下
部
に
は
白
色
袋
状
の
ツ
ボ
（
外

被
膜
）
が
あ
り
、
上
部
に
は
白
色
の
ツ
バ

（
内
皮
膜
）
が
あ
り
ま
す
。
学
名
、
ア
マ

ニ
タ
ビ
ロ
ー
サ
は
白
い
悪
魔
と
か
白
い
殺

し
屋
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

毒
成
分
は
ア
マ
ニ
チ
ン
、
フ
ァ
ロ
イ
ジ

ン
、
ビ
ロ
イ
ジ
ン
な
ど
で
食
べ
る
と
数
時

間
後
に
発
熱
や
腹
痛
が
お
こ
り
、
や
が
て

各
臓
器
や
血
液
を
破
壊
し
、
死
に
至
り
ま

す
。

平成３０年８月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１７０号（４）

作業風景（プロセッサ造材）

生産性向上現地検討会（会津署）



【
南
ヶ
谷
湿
地
の
希
少
動
植
物
】

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
拠
点
で
あ

る
「
い
き
も
の
村
」
に
近
い
大
峰
山
の
西

側
中
腹
標
高
千
五
〇
ｍ
付
近
に
広
さ
1.8
ha

程
の
小
さ
な
湿
地
が
あ
り
ま
す
。
南
ヶ
谷

湿
地
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
湿
地
と
そ
の

周
辺
に
は
、
調
査
を
始
め
た
平
成
19
年
か

ら
平
成
27
年
の
間
で
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
記
載
種
８
種
、
群
馬
県
の
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
記
載
種
26
種
な
ど
、
希
少
な
動
植
物

が
多
数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

南
ヶ
谷
湿
地
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き

た
の
で
し
ょ
う
。
大
峰
山
の
東
側
に
は
同

じ
く
ら
い
の
標
高
に
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

の
生
息
地
と
し
て
有
名
な
大
峰
沼
と
古
沼

が
あ
り
ま
す
。
大
峰
山
は
水
を
通
し
に
く

い
地
層
の
上
に
、
割
れ
目
に
水
を
貯
水
で

き
る
溶
結
凝
灰
岩
の
地
層
が
積
み
重
な
っ

て
で
き
て
お
り
、
西
側
の
南
ヶ
谷
湿
地
も

大
峰
沼
も
地
層
の
境
界
付
近
か
ら
水
が
湧

き
出
し
、
さ
ら
に
地
滑
り
に
よ
っ
て
で
き

た
平
坦
地
に
湿
原
が
形
成
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
こ
は
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
リ
ア
で
唯
一
の
湿
地

環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
湿
地
は
植
物
が
腐
ら
ず
に
積
み
重

な
っ
て
で
き
た
泥
炭
層
に
よ
っ
て
長
い
時

間
を
か
け
て
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
小
さ
な
湿
地
で
す
が
、
泥
炭
層
は
厚

さ
が
５
ｍ
ほ
ど
あ
り
、
現
在
は
乾
燥
化
が

進
ん
で
ヨ
シ
が
分
布
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
お
年
寄
り

の
話
で
は
、
昔
は

大
き
な
池
だ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、

現
在
は
開
放
水
面

が
わ
ず
か
に
見
ら

れ
る
だ
け
で
す
。

平
成
24
年
に
は
、

湿
地
の
植
生
等
を

痛
め
な
い
配
慮
を

し
な
が
ら
湿
地
周

辺
の
ス
ギ
林
の
間

伐
を
実
施
し
た
ほ

か
、
湿
地
内
の
希

少
な
動
植
物
の
生

息
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
保
全
計
画
に

基
づ
き
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
ポ
ー
タ
ー

を
中
心
に
活
動
日
と
な
る
「
赤
谷
の
日
」

に
ヨ
シ
の
刈
り
払
い
や
開
放
水
面
に
貯
ま
っ

た
落
ち
葉
な
ど
の
浚
渫
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。こ

の
貴
重
な
湿
地
に
は
、
前
述
の
と
お

り
多
く
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
記
載
種
が
生
息

し
て
い
ま
す
。
開
放
水
面
の
植
物
で
は
イ

ヌ
タ
ヌ
キ
モ
、
そ
の
周
辺
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿

地
に
は
ア
ギ
ナ
シ
、
コ
マ
ツ
カ
サ
ス
ス
キ
、

ト
キ
ソ
ウ
、
ミ
ズ
チ
ド
リ
な
ど
が
生
え
て

お
り
、
湿
地
周
辺
に
も
貴
重
な
植
物
が
見

ら
れ
ま
す
。
す
べ
て
在
来
種
で
、
外
来
種

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
点
で

す
。
動
物
で
は
毎
年
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
や

ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
産
卵
が
見
ら
れ
、

カ
ワ
ネ
ズ
ミ
が
姿
を
見
せ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
水
辺
の
生
き
も
の
で
は
、
ヘ
イ
ケ

ボ
タ
ル
の
乱
舞
が
見
ら
れ
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ

ト
ン
ボ
、
モ
イ
ワ
サ
ナ
エ
、
エ
グ
リ
ト
ビ

ケ
ラ
、
ミ
ネ
ト
ワ
ダ
カ
ワ
ゲ
ラ
、
貝
類
で

は
マ
メ
シ
ジ
ミ
と
い
っ
た
希
少
種
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
調
査
・

保
全
活
動
の
中
で
見
つ
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。毎

年
継
続
し
て
い
る
保
全
活
動
の
成
果

な
の
か
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
モ
リ
ア
オ

ガ
エ
ル
や
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
産
卵

数
も
回
復
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の

貴
重
な
南
ヶ
谷
湿
地
の
動
植
物
と
そ
の
生

息
環
境
を
未
来
に
残
し
て
い
く
た
め
、
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
関
係
者
と

協
働
し
て
調
査

と
保
全
活
動
を

続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（５）平成３０年８月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１７０号

南ヶ谷湿地

浚渫作業

ミズチドリ

ヨシ刈り

モリアオガエル クロサンショウウオの卵塊



私
が
勤
務
す
る
相
俣
森
林
事
務
所

（
相
俣
・
月
夜
野
担
当
区
）
は
群
馬
県

北
部
の
み
な
か
み
町
に
あ
り
、
国
有
林

約
13
千
ha
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
過
去

に
は
多
く
の
基
幹
作
業
職
員
を
配
し
造

林
作
業
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
非
常
勤
職
員
の
協
力
を
得
て
各

種
調
査
や
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

管
内
に
お
い
て
も
収
穫
量
が
増
え
、
同

時
に
造
林
事
業
量
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
が
、
収
穫
予
定
箇
所
が
奥
地
化
し
、

集
材
機
で
な
い
と
搬
出
で
き
な
い
よ
う

な
箇
所
も
あ
り
、
収
穫
量
の
確
保
が
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
ヤ
マ
ビ
ル
」
も
悩
み
の
種

で
す
。
管
内
国
有
林
の
至
る
所
に
お
り
、

対
策
を
怠
る
と
た
ち
ま
ち
そ
の
餌
食
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
拡
大
の
原
因
は

野
生
動
物
だ
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ノ
シ

シ
は
も
ち
ろ
ん
ニ
ホ
ン
ジ
カ
も
増
加
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
シ
カ
の
森
林
被
害

は
ま
だ
顕
著
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い

ず
れ
は
管
内
で
も
捕
獲
対
策
を
実
行
す

る
時
代
が
来
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

か
つ
て
当
地
は
、
太
平
洋
と
日
本
海

を
結
ぶ
交
通
の
要
所
で
し
た
。
上
州
高

崎
か
ら
三
国
峠
を
越
え
て
越
後
新
潟
の

寺
泊
へ
と
至
る
三
国
街
道
は
、
か
の
上

杉
謙
信
が
軍
勢
を
整
え
幾
度
も
行
き
来

し
た
道
で
あ
り
、
日
本
海
側
と
江
戸
を

最
短
距
離
で
結
ぶ
商
業
路
と
し
て
当
時

の
江
戸
幕
府
も
整
備
に
力
を
入
れ
る
中
、

多
く
の
通
行
者
で
栄
え
る
街
道
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
現
在
は
道
の
大
半
が
国

道
17
号
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
沿
線
に

は
徳
川
家
康
が
設
け
た
猿
ヶ
京
関
所
跡

や
永
井
宿
、
須
川
宿
な
ど
宿
場
町
が
多

く
残
っ
て
お
り
遠
い
昔
を
偲
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
う
ち
の
須
川
宿
は
、

当
時
の
宿
場
町
と
農
村
景
観
を
残
す
た

め
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、

様
々
な
伝
統
工
芸
・
文
化
を
体
験
で
き

る
「
た
く
み
の
里
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
道
の
駅
」
が
整
備
さ
れ
、
も
の
づ
く

り
や
体
験
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
人
々
が
訪
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
関
東
局
の
重
要
な
取
組
で
あ

る
「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
相
俣

森
林
事
務
所
管
内
を
拠
点
に
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
、
自
然
保

護
団
体
、
国
有
林
と
い
う
立
場
の
異
な

る
三
者
が
協
働
し
、
生
物
多
様
性
の
復

元
と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
た
新
時
代
の
森
林
生
態
系
管
理
に
挑

戦
す
る
相
俣
担
当
区
全
域
を
「
赤
谷
の

森
」
と
し
て
設
定
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。
猛
禽
類
の
繁
殖
に
配
慮
し
た
森

林
施
業
、
希
少
生
物
や
湿
原
の
保
護
等
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
請
に
応
じ
た
業
務

推
進
は
、
と
き
に
は
請
負
事
業
者
等
の

理
解
を
得
る
こ
と
に
苦
労
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
も
と
か
ら
あ
る
自
然
環

境
を
守
り
な
が
ら
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
と
い
う
考
え
方
は
、
国

有
林
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

引
き
続
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
に
は
、
み
な
か
み
町

が
ユ
ネ
ス
コ
の
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ

れ
、
国
有
林
も
自
然
環
境
の
保
全
な
ど

多
く
の
課
題
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
要
請
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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